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　平成13年３月に国際定期コンテナ航路が浜田港に開設され20周年を迎えました。この航路開設20
周年を記念し、令和４年３月22日（火）に「浜田港国際定期コンテナ航路開設20周年記念式典」及び「浜
田港ポートセミナー」を開催しました。新型コロナウイルス感染症拡大のためWEBでの開催となりま
したが、120名を超えるご参加をいただきました。
　第１部の「浜田港国際定期コンテナ航路開設20周年記念式典」では、丸山達也　島根県知事が浜田
港の発展に貢献された南星海運株式会社、長錦商船株式会社、興亜LINE株式会社及び浜田港運株式会
社の４社へ感謝状を贈呈しました。続いて、久保田章市　浜田港振興会会長（浜田市長）が石見食品株式
会社、株式会社ケイ・エフ・ジー、昭和ＫＤＥ株式会社、伸和産業株式会社、第一稀元素化学工業株式
会社、ダイワボウレーヨン株式会社、株式会社ツチヨシ産業、株式会社テライ、豊通ケミプラス株式会
社、日本製紙株式会社、山川産業株式会社及び株式会社山口グリーンサービスの12社へ利用企業表彰
を行いました。
　第２部の浜田港ポートセミナーでは、「浜田港の新しい時代の物流研究会」座長の島根県立大学地域
政策学部　西藤真一准教授より、「浜田港の利用促進向けて～研究会調査結果からの試案～」と題しま
して、特別講演が行われました。
　今後もポートセールス活動や浜田港の利便性やサービス向上に努力してまいりますので、引き続きご
支援とご協力をよろしくお願い致します。

「浜田港国際定期コンテナ航路開設20周年記念式典」を開催
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クルーズ客船の乗客を対象とした「浜田港観光マップ」を作成

「浜田港の新しい時代の物流研究会」を設立

　令和３年度のクルーズ客船は、日本船籍「飛鳥Ⅱ」
の寄港が７月25日に予定されておりましたが、残念
ながら、令和２年度に引き続き、新型コロナウイルス
感染症の影響により寄港が中止となりました。
　このような状況下ではありますが、石見圏域９市町
の観光担当課や観光協会との意見交換やご協力により、
令和４年３月に『浜田港観光マップ（ふ頭からの所要
時間マップ）』（写真参照）を作成しました。
　この「浜田港観光マップ」は、浜田港にクルーズ客

船にて寄港された乗客を対象として、ふ頭から管内の主要観光施設等へ出かける際の所要時間やお勧め
スポットを示したマップです。今後は船社や観光資源のＰＲ活動にも活用する予定です。
　コロナ禍及びアフターコロナを見据え、令和２年12月24日作成した「浜田港における国内クルーズ
船寄港時の新型コロナウイルスの感染拡大防止マニュアル」及び保健所等関係機関で構成する「浜田港
国内クルーズ船の受入に関する協議会」により、感染症対策にもしっかりと対応をしていきます。引き
続き、来年度のクルーズ客船の寄港に向けて誘致活動に努めていきます。
　地域の皆様や関係者に対して、クルーズ客船の感染症対策やその魅力などご理解いただくため、セミ
ナー開催や情報発信を行い、地域をあげた「おもてなし」ができるよう、取り組んでまいります。

　令和３年10月に「浜田港の新しい時代の
物流研究会」（座長：島根県立大学地域政策
学部　西藤真一准教授）を設立しました。
　「浜田港の利用促進を通じて、物流に関す
る企業の経営課題解決と石見地域の経済循環
を図る」ことを目的として、学術関係者、荷
主企業、運送事業者、行政機関等の産学官で
構成しています。今後は、貨物・物流の実態
調査や経済効果分析を実施し、課題解決に向
けた方策の検討を行っていきます。 会設立にて挨拶をする西藤座長

浜田港観光マップ（ふ頭からの所要時間マップ）

クルーズ船の寄港に伴う歓迎風景（写真は過年度のものです）
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コンテナ航路利用促進事業補助金による支援

はまだお魚市場（山陰浜田港公設市場）がグランドオープン

「浜田港福井第２上屋建設（建築）工事」の着手

浜田港清港会一斉清掃の実施

　令和３年度は前年度から引き続き、浜田港の国際定期コンテナ
航路を利用して輸出入を行う荷主の方に対して、「浜田港国際定
期コンテナ利用促進事業補助金」、「リーファーコンテナ貨物奨励
補助金」及び「浜田港創貨対策事業補助金」による支援を実施し
ました。また、国際コンテナ航路における海上運賃の急騰に伴い、
荷主の方を対象とした「浜田港新型コロナ緊急対策支援事業補助
金」による支援を実施しました。
　今後も多くの事業者様に浜田港を利用していただけるよう支援事業を行ってまいります。

　令和３年７月22日に「はまだお魚市場（山陰浜田港公設市場）」
がグランドオープンしました。コンセプトは『ここにしかない、
とびっきりいいもの』としており、豊かな海の幸・山の幸・伝統
を味わえるほか、浜田漁港で水揚げされた旬の鮮魚をお買い求め
いただけます。
　グランドオープンにあわせて、はまだお魚市場（山陰浜田港公
設市場）は、「みなとオアシス浜田」の代表施設として登録されました。地元市民の憩いの場として、
また県内・県外からの観光客の訪問先として、今後の更なる集客を見込んでいます。

　浜田港のコンテナ貨物取扱量は、平成29年度から令和２
年度まで４年連続で過去最高を更新しています。このコンテ
ナ貨物の増加に対応するため、更なる港湾施設の拡充が期待
されています。このような中で、令和３年10月にコンテナ
貨物の荷捌きをする施設として、「浜田港福井第２上屋建設
（建築）工事」が始まりました。令和４年度の完成を目指し
工事が進んでいます。

　浜田港清港会は、浜田港に関わる自治会、企業及び行政等
を会員として、浜田港区域内の環境整備の促進を目的として
活動しています。
　毎年７月に「浜田港清港会港内一斉清掃」として、浜田港
周辺の清掃活動を行っておりましたが、新型コロナウイルス
感染症拡大のため昨年に続き、中止となりました。
　今年度も各会員により個別での清掃活動を実施し、港湾周
辺の環境美化に努めました。今後も引き続き、港内の清掃活
動を実施してまいります。

浜田港湾振興センター及び浜田港振興会のスタッ
フによる清掃活動活動

福井上屋（同規模予定：2,000㎡）

はまだお魚市場（山陰浜田港公設市場）
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コンテナ航路（令和４年３月現在）

令和３年浜田税関支署管内貿易統計（速報値）発表

総コンテナ取扱貨物量実績

■南星海運

■長錦商船・興亜LINE

出典：浜田税関支署

（※現在、休止中）運航船社 南星海運株式会社（NAMSUNG SHIPPING CO.,LTD.）

運航船社 長錦商船株式会社（SINOKOR MERCHANT MARINE CO.,LTD.）
興亜LINE株式会社（HEUNG A LINE CO.,LTD.）　　（共同配船）

寄港日
（寄港地）

毎週金曜日
韓国・釜山港㈯～ 金沢港㈪～新潟港㈫～舞鶴港㈬～境港㈭～浜田港㈮～韓国・釜山港㈯　

サービス 韓国釜山でのトランシップにより世界各国と接続

　令和３年（１月～12月）の浜田税関支署管内の貿易総額（速報値）は474億百万円（前年比155.2％）で、
前年の実績を169億７千６百万円上回りました。
　輸出入別では、輸出が52億２千６百万円（同171.6％）で21億８千百万円の増加、輸入が421
億７千５百万円（同153.3％）で147億９千４百万円の増加。輸出入の差引額は369億４千９百万円
の輸入超過でした。

　令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）
の実績は、3,725TEU（前年比82.1 ％）でし
た。内訳は、輸出1,808TEU（同78.3％）、輸入
1,917TEU（同86.0％）でした。

【浜田港のちょっといい話】
　平成31年１月からガントリークレーンの供用が開始されま
した。夜間荷役時には美しく照らされ稼働しており、運良く
目にしたカップルは結ばれると言われています。

2022年３月発行 監修・発行者／浜田港振興会事務局 〒697-0062　島根県浜田市熱田町2135-2　浜田ポートセンター内
TEL：0855－24－7733　／　FAX：0855－27－4411

※数字は実入りコンテナ　資料:浜田港振興会
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